
熊野神社本殿（第二殿）

指定区分 国指定重要文化財（建造物）

読みかた くまのじんじゃほんでん（だいにでん）

所在地 倉敷市林

指定年月日 大正10年4月30日

解説

熊野神社にある本殿6棟のうちの第二殿。
応仁年間(1467～1469)に兵火で焼失した
後、明応元年(1492)に再建された。桁行一
間、梁間二間の春日造で檜皮葺。建物は
大きくはないが、柱、垂木、虹梁[こうりょ
う]、破風などを丹塗りとし、桁をうける実肘
木[さねひじき]・木口には黄土を、板壁や
裏板には白色の胡粉[ごふん]を塗ってお
り、美しく装飾されている。なお、その他の
第一・三・四～六殿は県指定重要文化財
に指定されている。

アクセス方法 下電バス「林」バス停から徒歩約10分

公開状況 外観のみ

設備

備考


